
 

2019 年 10 月 25 日 
国立大学法人豊橋技術科学大学 

シンフォニアテクノロジー株式会社 

豊橋技術科学大学とシンフォニアテクノロジー株式会社の連携について 
 豊橋技術科学大学（学長：大西隆）とシンフォニアテクノロジー株式会社（会長：武藤昌三、社
長：斉藤 文則）は、両者の知識、経験及び人的資源、物的資源を相互に活用した研究の推進、研
究成果の社会活用促進、高度な人材の育成を目的として、豊橋技術科学大学に「シンフォニアテクノロジ
ー次世代スマートファクトリー共同研究講座」を開設致しました。 
 両者は、2005 年に包括連携協定を締結し、ロボット、制御機器分野を中心に研究開発、人材育成を
進めて参りました。最近では、ニーズが顕在化している農業分野でスマートグリーンハウス（農業分野のスマ
ートファクトリー）実現に向けた共同研究等を精力的に進めています。こうした研究を発展させ、次世代スマ
ートファクトリーの実現に向け、制御・センサ・システム技術を総合的に研究開発するため、本共同研究講
座を開設しました。この活動を通じ、社会にとって一層魅力のある大学づくり、企業づくりを行っていくとともに、
実践的な教育による高度技術者の育成を図っていきます。 
 

国立大学法人豊橋技術科学大学－シンフォニアテクノロジー株式会社 
シンフォニアテクノロジー次世代スマートファクトリー共同研究講座 開設式および記者会見 次第 

１ 日時   
   2019 年 10 月 25 日（金）10:00～11:00 
２ 登壇者 
   豊橋技術科学大学 
    学長 大西 隆 （おおにし たかし）  
    理事・副学長 寺嶋 一彦（てらしま かずひこ） 
    情報・知能工学系 教授 三浦 純（みうら じゅん） 
   シンフォニアテクノロジー株式会社 
    代表取締役会長 武藤 昌三 （ぶとう しょうぞう） 
    開発本部長 中村 俊樹 （なかむら としき）  
    コントローラ開発営業室長 爪 光男 （つめ みつお） 
３ 場所 
  豊橋技術科学大学 事務局３階大会議室 
４ 式次第 
 (1) 開会（登壇者紹介）                  
 (2) 挨拶 
 (3) 記念品授与                        
 (4) 会社概要説明 
 (5) 次世代ｽﾏｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰ取り組み・動画説明 
 (6) 共同研究講座概要説明                
 (7) 質疑応答                       
 (8) 閉会・記念撮影                
 

<本件に関するお問い合わせ> 
広報担当： 前田・古橋・高柳 TEL：0532-44-6506 

産学連携担当：小早川 TEL : 0532-44-6983 
シンフォニアテクノロジー株式会社 総務人事部広報グループ 

 担当 嶽本（だきもと）TEL : 03-5473-1803 





ＩｏＴ・ビッグデータ・ＡＩ・ロボット技術を活用 ⇒ インダストリー４．０の実現を目指す

・共同研究室開設
・ベース技術の習得
・人材育成
・社会に貢献

・デジタル化
・ソフト化
・自律化・ＡＩ技術
・ロボット技術

①農業の
スマートファクトリー化
・施設園芸の省人化・効率化
・生育支援・収量予測
・収穫支援
・収益向上

・少子高齢化
・人手不足
・人材確保困難

・生産性の向上
・品質の確保
・競争力の向上

次世代
スマート
ファクトリ

次世代
スマート
ファクトリ

分析蓄積

収集

活用
実用化 次世代制御

新センサー
ＩoＴ・ＡＩ技術
予知保全

ビッグデータ
収集

ビッグデータ
分析・解析

商品化

クラウド蓄積

検証

企画
連携

ネットワーク
構築

従来技術では実現困難 ⇒ 大学と最新の技術を共同研究し事業化する

産学連携
企画力強化

クリーン搬送、上下水道
振動搬送、試験装置
監視装置、搬送台車、鉄道

医療、施設園芸、他

フイードバック
顧客の立場

継続

データ加工
使えるデータへ
付加価値創出

②インフラ設備・工場の
スマートファクトリー化
・設備の自動化・軽労化
・見える化・分析・改善

次世代スマートファクトリーの
進め方

シンフォニアが取り組むＩｏＴ・ＡＩ



テーマ 教員 2019年度 2020 2021 2022 2023 2024
1）スマートファ
クトリー技術の
農業分野への
応用研究

ＡＩ・ロボット
技術

◎三浦純教
授

植物生体計
測技術

高山教授
山内准教授
熊崎助教

プラズマ応
用技術

滝川教授

スマー
トファク
トリー
要素技
術

２）次世代制御技術
に関する研究

内山教授

3）次世代センシン
グ技術に関する研
究

澤田教授

高性能制御基礎・応用

生体情報に基づく
栽培制御技術向上

花き鮮度維持技術開発

次世代ロボティックス
グリーンハウスの構築

次世代技術応用システムの構築

マルチモーダルセンシング応用システムの開発

■設置期間：２０１９年１０月～２０２５年３月末（５．５年間）
■費用概算：総額１億円
■研究統括：三浦 純教授
■派遣研究員： 客員教授／シンフォニアテクノロジー㈱ 爪 光男、 塩崎 明

収穫支援ロボット高性能化

ロボット・AI技術の農業応用（担当： 情報・知能工学系 三浦純教授）

施設園芸作物の収穫支援ロボット

…出荷量
全国1位

バラ大葉

全国シェア
60%

キク

出荷量
全国1位

愛知県農業生産額の
57.9%は園芸作物

（知の拠点あいち重点研究プロジェクト（第２期））

大葉選別・パッキングロボット

大葉の仕分け・パッキングを
自動化

• AI画像処理による大葉選別

形状・向き計測

表裏
判定

異
常
検
知折れ判定

複数枚判定

切り花自動搬送ロボット
温室内を自動走行・人物追従走行

•自動運転技術の農場応用

自動生成した地図

ロボティック
グリーンハウス
（知の拠点あいち重点研究
プロジェクト（第３期），
TUTイノベーション協働
研究プロジェクト）

農場のスマートファクトリー化
• 生育支援・収穫予測

• 生育状態自動計測
• 農業ビッグデータ構築

• 収穫支援・収穫自動化
• 作物認識・ハンドリング
技術



多元的植物生体情報計測（担当： EIIRIS高山弘太郎教授）

生育完全把握 人智を越えた栽培管理へ

プラズマ技術による鮮度維持，成長促進
（担当： 電気・電子情報工学系 滝川浩史教授，針谷達助教

先端農業・バイオリサーチセンター 山内高弘特任准教授）

プラズマ派生技術 ～光環境センシング～

プラズマ栄養水とプラズマガスで花きの鮮度を維持，日持ち向上

プラズマ栄養水生成 プラズマガス処理装置

帯域分光式光量子計

プラズマガス発生器

植物の生育に必要な光を、5つ波長帯域ごとに分光し、光
量子束密度を計測。生育を促進する環境を支援します。

イキイキ，長持ち！

電極：特許第5368114号
硝酸濃度計：特許出願中

特許出願中


